
JR 室蘭線路線維持などに
緊急的かつ臨時的な支援を実施
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【問い合わせ】
　町経営企画課地域政策グループ　☎ 73-7502

　9 月 12 日、栗山小学校の 2 年
生 64 人が JR 室蘭線の体験乗車
を行いました。これは、生活科の
授業の一環として毎年実施してい
るもので、今年は道内で初の試み
として、JR 北海道社員が学校現
場を訪問して教室を開き、JR 追
分駅の一杉駅長から室蘭線の列車
や栗山駅についてのお話、JR 北
海道社員からは、「列車の乗り方
教室」と題し、スライドを使い切

符の買い方や列車に乗る時に気を
付けることなどの説明を受けま
した。
　その後、子どもたちは栗山駅か
ら由仁駅まで乗車し、由仁町のゆ
めっく館を見学しました。体験乗
車した三好悠

ゆうだい
偉さんは、「栗山駅

から列車に乗るのは初めて。すご
く速くて、外の景色はきれいだっ
た」と笑顔で話していました。

栗山小学校 2年生が JR 室蘭線で体験乗車 !!

　北海道および関係線区沿線市町
村は、JR 北海道が令和元年度お
よび２年度において、関係線区で
実施する設備投資に対し、２年間
の緊急的かつ臨時的な支援を実施
いたします。本町が関係する室蘭
線沿線市町では、先の 9 月議会
定例会において承認され、本町の
支援金拠出額は 130 万円となり

ました。なお、支援金拠出額は、
均等割、人口割、財政割によって
算出しています。
　今後もＪＲ北海道の経営改善に
向けた取り組みについては、引き
続き関係機関と情報共有・連携し、
対応してまいります。

沿線市町 支援金拠出額

岩見沢市 2,200 千円

由仁町 1,100 千円

安平町 1,400 千円

苫小牧市 1,850 千円

栗山町 1,300 千円

計 7,850 千円
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■定例相談も開催しています
○偶数月第１火曜日
　時間╱ 10：00 ～ 12：00
　場所╱農村環境改善センター

特設行政相談を開催します　総務省では、行政相談制度について、広く国民に理
解され、利用していただけるよう、毎年 10 月の 1 週
間を「行政相談週間」と定めています。
　今年度は、10 月 7 日㈪から 13 日㈰までの 1 週間を「行
政相談週間」と定め、本町でも行政相談委員が次のと
おり特設行政相談所を開設しますので、お困りの際は
ぜひ一度ご利用してはいかがでしょうか。

行政相談
総務省の 困ったら　一人で悩まず

年金、税金、道路、雇用・労働問題など、国の仕事の
手続き、サービスについて暮らしの中で困っているこ
とをご相談ください。

行政相談キャラクター
キ ク ー ン

10/7㈪
   ～13㈰

【日時・場所】
　日時╱　　月　　日㈰　10：00 ～ 12：00
　場所╱南部公民館
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③行政相談委員とは・・・
　総務大臣から委嘱を受けた民間有識者で、住民
の相談相手として、国の仕事に関する苦情や要望
を受け付け、その解決を図る行政相談業務を行い
ます。

【問い合わせ】
　町総務課広報・防災・情報グループ ☎ 73-7501

■大畠　政勝さん
湯地 ☎ 72-5110

【本町の行政相談委員】

①行政相談とは・・・
　公正・中立の立場から、年金、登記、道路、河川、
窓口サービスなど役所の業務についての要望、意
見を受け付け、関係行政機関などにその解決や実
現を働きかけるとともに、行政の制度や運営の改
善に生かす国の制度です。無料で相談でき、秘密
は固く守られます。

②改善事例は・・・
　道道恵庭・栗山線の栗山跨道橋内にツララが何
カ所かできていて、落下すると危険だからどうに
かしてほしい・・・
→行政相談委員が、道路管理者に相談内容を伝え、

改善を申し入れたところ、すぐに危険箇所のツ
ララは撤去されました。

よくある質問

第4回　陸・海・空自衛官候補生（任期制自衛官）採用試験
【受付】11 月 14 日㈭まで
【年齢】18 歳～ 32 歳
【試験日】　11 月 23 日㈷～ 24 日㈰（いずれか 1 日）
【問い合わせ】自衛隊札幌地方協力本部　恵庭地域事務所　☎ 0123-34-5438

自衛隊の “経験 ”を社会で生かそう！


